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古川 易史（通信規格課長）、西野 寿律（通信規格課国際情報分析官）、他 

 

４ 議題 

（１）ＩＴＵ－Ｔにおける各ＳＧの活動状況 

（２）「電気通信システム委員会の運営について」の改正について 

（３）その他 

 

 

 



－1－ 

 

開  会 

 

○丹主査  皆様、お集まりいただきましてありがとうございます。定刻になりましたので、

これより第２２回電気通信システム委員会を始めさせていただきます。本日は御多用の

ところありがとうございます。 

 本日、１７名の構成員のうち１３名の方が出席となっております。御欠席は、熊田専門

委員、長谷川専門委員、山本専門委員、横田専門委員の４名の方となっております。 

 それから、昨年の１２月２日に開催しました第２１回会合以降、今日の会議までの間、

専門委員の退任がございましたので御紹介しておきます。 

 慶應義塾大学の手塚専門委員が御退任されました。構成員につきましては、皆様のほう

に配付しております資料２２－１が名簿となっておりますので、御参照いただければと

思います。 

 名簿記載の内容に関しまして訂正等ありましたら、事務局までお願いできればと思い

ます。 

 本日の議事のメインのところは、各ＳＧの活動状況ということですので、恒例の状況で

すけれども、オブザーバーの方で直接携わっていらっしゃる方に御出席いただいており

ます。 

 まず、ＳＧ２からはＮＴＴ－ＡＴの荒木様、それからＳＧ５はＮＴＴの原様、ＳＧ１２

のＮＴＴの山岸様、ＳＧ１５のほうはＮＴＴの村上様、ＳＧ１７はＫＤＤＩの三宅様、そ

して２１、こちらはＫＤＤＩの河村様、以上６名の方に御出席をいただいているという状

況になります。 

 それでは、この委員会の事務局であります総務省国際戦略局通信規格課の古川課長様

より御挨拶をいただきます。よろしくお願いします。 

○古川通信規格課長  ただいま御紹介にあずかりました通信規格課長の古川でございま

す。 

 丹先生をはじめ委員の皆様方、また先ほど御紹介のありました６名の専門家、オブザー

バーの皆様におかれまして、日頃、ＩＴＵ－Ｔ標準化活動について御協力、また現場での

御活躍を賜り誠にありがとうございます。 

 昨年、皆様にも御審議をいただきまして無事ＷＴＳＡ、開催されました。３年後にはま
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た次のＩＴＵ－Ｔの体制に向けたＷＴＳＡということになりますけれども、その間、着実

な標準化を進めていくということが必要なところでございまして、昨今、日本からの参加

者の確保、標準化人材の育成など課題が多くございまして、この標準化というのはツール

であって目的ではないという考え方を踏まえまして、効率的、効果的な標準化を探ってま

いりたいと考えております。 

 また、本日の議題でございますけれども、ＩＴＵ電気通信標準化局長立候補においても、

我が国の標準化の貢献、これをしっかり示してまいりたいと考えております。 

 最近の動きですけれども、本年６月には内閣府知的財産戦略本部で新たな国際標準化

戦略が策定したところでございまして、情報通信というのが幾つかある分野の中の標準

化の戦略領域ということで指定されております。 

 総務省としてもこの戦略のフォローアップをしっかりしてまいりますし、また市場確

保という観点から、標準化の在り方、また経済安全保障の確保、そういったことも踏まえ

て、我が国の勝ち筋を見いだせるように、既に先月、標準化戦略を検討するタスクフォー

スも設置した次第でございます。 

 電気通信システム委員会の皆様におかれましては、このＩＴＵ－Ｔの役割というのも

踏まえながら、グローバルや標準化にどう対応していくのか御審議賜れば幸いでござい

ます。 

 以上、挨拶とさせていただきます。 

○丹主査  ありがとうございます。先ほど冒頭、私、４人の委員が御欠席と申し上げてし

まいましたが、大変申し訳ありません。横田専門委員、今回御出席いただいているという

ことで３人の方が御欠席ということになります。 

○伊藤係長  事務局です。失礼いたします。山本専門委員にも御出席いただいております。

失礼いたしました。 

○丹主査  分かりました。 

 それでは、改めまして本日の会議はウェブ会議となりますので、いつものごとく、御発

言の際は挙手機能を御利用ください。こちらから指名させていただきます。 

 それでは、まず最初に事務局のほうから資料の確認をお願いいたします。 

○伊藤係長  事務局でございます。資料につきましては、事前に電子メールでお送りして

おります。議事次第のほかに、資料２２－１ ＩＴＵ部会電気通信システム委員会名簿、

資料２２－２ ＩＴＵ－Ｔにおける各ＳＧの活動状況、資料２２－３ 「電気通信システム
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委員会の運営について」の改正について、資料２２－４ 国際電気通信連合（ＩＴＵ）電

気通信標準化局長選挙への立候補の４点となっております。御確認ください。 

○丹主査  ありがとうございます。それでは、まず本日の議事に先立ちまして、主査代理

の指名をしたいと思います。 

 情報通信審議会のほうで委員の一斉改選がありまして、改めてということになります。 

 本委員会の主査代理に関しましては、ＩＴＵ部会における委員会の設置及び運営につ

いて第３項の３というところで、主査が指名をするということになっております。 

 私としましては、以前よりお願いしています永沼様にお願いをしたいと思います。ＩＴ

Ｕ－ＴのＴＳＡＧの副議長ですとか、ＲＧ－ＷＰＲですとかというところで御活躍をさ

れており、さらに、ＳＧ１７でも以前より御活躍で、ＡＰＴのほうにも非常に貢献されて

いるということで永沼様にお願いしたく思います。 

 永沼様、発言できますか。 

○永沼主査代理  ありがとうございます。永沼でございます。ただいま御指名をいただき

まして、継続の御指名となりましたが、こちらの主査代理を拝命いたしました永沼でござ

います。 

 引き続きＩＴＵ、新しい会期に入りまして、これからＷＴＳＡに向けていろんな話が出

てくると思いますので、皆様と準備のほう進めてまいりたいと思います。よろしくお願い

いたします。 

○丹主査  ありがとうございます。また引き続きよろしくお願いいたします。 

 

（１）ＩＴＵ－Ｔにおける各ＳＧの活動状況 

 

○丹主査  それでは、議事に入りたいと思います。 

 まず、１番の議事、ＩＴＵ－Ｔにおける各ＳＧの活動状況というところ、こちらに関し

ましては、それぞれＳＧごとに資料、スライドが作成されておりますが、進め方といたし

まして、事務局のほうから順に概要と、それからあとは有識者の方から補足というような

形で進めていただければと思います。全てのＳＧが一通り終わってから質疑というとこ

ろにさせていただければと思います。 

 それでは、事務局のほうでお願いできますでしょうか。 

○西野国際情報分析官   
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（資料２２－２に基づき、ＩＴＵ－Ｔ ＳＧ２について事務局より説明） 

 ＮＴＴ－ＡＴ、荒木様、コメントをいただければと思います。 

○荒木様  ＮＴＴ－ＡＴの荒木です。よろしくお願いいたします。 

 御説明にありましたように、今回、Ｅ.１６４という国番号、カントリーコードを規定

する勧告の改定が進められております。 

 こちらの新規カテゴリーを追加するというのが今回の主な変更点ではありますが、内

容としては、インマルサット等の衛星通信サービスとか、そういった既存のサービスに対

して既にシェアド・カントリーコードというのが割り振られている現状に合わせるため

に、新しく３つのカテゴリーをＥ.１６４に追加するという形になっています。 

 その中の１つのＩｏＴ／Ｍ２Ｍサービスに関しては、前回のＷＴＳＡ―２４で決議２

が改定されまして、ＩｏＴの運用面とか識別の運用面というのがＳＧ２のリードスタデ

ィーグループに新たに認められて追加されておりますので、これを受けて新規勧告Ｅ.１

９２という、ＩｏＴのサービスやアプリケーションの運用ガイドライン、そういうものを

新たに１つの文書でまとめて新規勧告として作成しております。 

 これは、Ｅ.１６４.１という運用ガイドラインの勧告を補足するような形で新たに制

定されております。 

 私からは以上、補足となります。 

○西野国際情報分析官   

 （資料２２－２に基づき、ＩＴＵ－Ｔ ＳＧ３について事務局より説明） 

 本堂様、コメントをいただければと思います。 

○本堂専門委員  ありがとうございます。記載していただいた内容は２０２５年４月の

ＳＧの状況になります。直近の会合として先週、ラポーター会合とプレナリーがジュネー

ブで開催されました。 

 最近の主な議論の状況にアメリカの動向等を入れていただきましたけれども、今回も

シャットダウンの影響ですとかでアメリカのプレゼンスが気になるところで、今後の動

きで先進国として同調できる部分が多いと思いますので、どのような対応をしていくの

か注視していきたいと思っております。 

 以上です。 

○西野国際情報分析官   

（資料２２－２に基づき、ＩＴＵ－Ｔ ＳＧ５について事務局より説明） 
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 原様、コメントをいただければと思います。 

○原様  ありがとうございます。ＳＧ５につきましても、先週、ＳＧ５プレナリーが開催

されております。 

 こちらでは②のほうになりますけれども、ＡＩに関する環境影響評価の勧告案がコン

セントされております。また、新たにＡＩに関して１つの勧告ともう一つのサプリメント

の新しい作業項目がコンセントされております。 

 こちら、ＡＩに関わる勧告につきましては、ＥＴＳＩとヨーロッパ諸国が中心になって

進められているという状況でございます。 

 以上でございます。 

○西野国際情報分析官   

（資料２２－２に基づき、ＩＴＵ－Ｔ ＳＧ１１について事務局より説明） 

 釼吉様、コメントをいただければと思います。 

○釼吉専門委員  ＮＩＣＴの釼吉です。 

 ＳＧ１１は信号要求、プロトコル、それからインターオペラビリティーのテスティング、

あと模造品対策等、幅広く議論しているのですけれども、その中で特に日本からはＱＫＤ

Ｎのプロトコルに寄書を提出して議論に積極的に参加しているという状況です。 

 ＱＫＤＮの標準化そのものは、ＩＴＵ－Ｔの中ではＳＧ１３でアーキテクチャーを議

論して、１７でセキュリティを議論して、１１はその中でもより実装に近い部分というこ

とでプロトコルの議論を進めています。 

 今までに鍵リレーという基本手順の勧告が完成していて、今、より高度なＱＫＤＮの構

築に向けて制御と管理の高度化、それから国内ではＮＥＣと東芝がＱＫＤＮの製品化を

進めているのですけれども、相互接続のためのインターオペラビリティー、インターワー

キング等の勧告の議論を進めているという状況です。 

 あと、シグナリングセキュリティなのですけれども、Ｑ.ＴＳＣＡという勧告案をつく

っています。これは、ＣＬＩスプーフィングという発番号のなりすまし問題に対応して信

号方式のセキュリティを高めるということで、プロトコルにデジタルサーティフィケー

トを、ＳＧ１７で検討しているＰＫＩのデジタルサーティフィケートを載せるというプ

ロトコルの検討を進めています。 

 関連するワークアイテムとして、デジタルサーティフィケートの運用に関してはＳＧ

２で議論が並行して進められていて、１１はワークアイテムと同期をして検討を進める
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ということにしています。 

 また、ＴＳＡＧでも関連するワークアイテムで新しいＡシリーズ勧告でＡ.ＲＡという

レジストレーション・オーソリティーというワークアイテムが今開発中です。それら３つ

のワークアイテムが関連するワークアイテムとして同時に注意して見ていく必要がある

と思っています。 

 以上です。 

○西野国際情報分析官   

（資料２２－２に基づき、ＩＴＵ－Ｔ ＳＧ１２について事務局より説明） 

 山岸様、コメントをいただければと思います。よろしくお願いいたします。 

○山岸様  ＮＴＴの山岸です。今御紹介いただきましたとおり、ワーキングパーティー３

つで構成されておりまして、特に電話の音声品質というのがＳＧ１２では一番ホットな

話題として今まで検討してきて、それが昨今、映像配信が流行ってきていたので、今回も

②のところに記載されていますように、映像配信系の勧告ができているというようなと

ころでございます。 

 もう一つ、②の一番最後のところのポチで書いてありますように、昨今ですと映像もい

ろいろな使われ方をしていて、自動運転の遠隔管制室みたいなものの中での映像品質と

いうのはどのぐらいの品質レベルであるべきかというような議論がされていて、新しい

勧告ができたというところが１つポイントかと思います。 

 今述べましたように、単純なエンドユーザー向けの音声サービスとか映像配信だけで

はなくて、どちらかというと企業向けのサービスに関する勧告というものもスコープに

入ってどんどんやってきているというところが少し変革してきたところだと感じていま

す。 

 以上になります。 

○西野国際情報分析官  

 （資料２２－２に基づき、ＩＴＵ－Ｔ ＳＧ１３について事務局より説明） 

 後藤様、コメントをいただければと思います。よろしくお願いいたします。 

○後藤専門委員  後藤でございます。先ほど事務局から御説明がありまして、若干補足さ

せていただきますと、まず、日本からは主に量子鍵配送ネットワーク、ＱＫＤ、あとＩＯ

ＷＮグローバルフォーラムに基づく勧告、Ｙ．Ｌ２Ｅ２ｎｅｔ－ｆｒｍ、こういったとこ

ろを中心に提案を進めております。 
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 また、先日の会合におきましてＮＩＣＴ様からは、アバターロボットに関する勧告とい

うことで新しく提案されるなど、日本からの提案も非常に活発に進められております。 

 また、日本以外のところも含めて言いますと、長年ＳＧ１３では、ＩＭＴとクラウドに

ついて２つ、２本柱として検討を進めてきて、特にクラウドにつきましては、もう１０年

来の長い歴史があるのですけれども、最近、ＡＩの関心も高まってまいりまして、クラウ

ドとは別にＡＩをどういう風にネットワークの中で使っていくか、特にネットワークの

管理、運用面をどういう風に効率化するかということで、フォーカスグループ－ＡＩＮＮ

など検討が進んでいるところでございます。 

 また、日本から提案しておりますＬ２Ｅ２ｎｅｔもＩＯＷＮグローバルフォーラムの

技術に基づく勧告につきましても、低遅延性というのを１つ特徴としておりまして、こう

いった低遅延につきましては、ＡＩのデータセンターのサポートにも使えるのではない

かといったような課題認識も高まっておりまして、一部関連するような技術、データセン

ター内の超低遅延のネットワークインフラでございますとか、大量通信に関わる技術と

いった非常に最近の新しいトレンドを捉えたようなテーマも活発に検討されているとこ

ろでございます。 

 そういった中で、恐らく今後はＩＭＴとＡＩ、単なる利活用だけではなくて、ＡＩを支

える基盤としての将来ネットワークといったような検討がこれから進むものと期待して

おります。 

 以上でございます。 

○西野国際情報分析官   

（資料２２－２に基づき、ＩＴＵ－Ｔ ＳＧ１５について事務局より説明） 

 村上様、コメントをいただけましたらと思います。よろしくお願いいたします。 

○村上様  村上でございます。ＳＧ１５は御存じのように、参加人数、扱う範囲も非常に

広くて、相当寄書数も、今回も３００件以上は出ましたけれども、非常に活発な議論が行

われているということで、最初のアクセスの話でいうと、今のＰＯＮを１００Ｇ級にする

というので変復調方式をどうしようかという話を今やっています。 

 これは、ＩＴＵの技術仕様というのはかなりＩＥＥＥのイーサネットの影響を受けて

いるということで、ＩＥＥＥの動向と一緒になりながら進めているということですね。 

 ファイバーケーブルの話は、弱結合型マルチコアファイバーというのは、これはずっと

日本の通信、潜在メーカーあるいはＮＴＴといった通信事業者が進めてきた技術で、これ
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は標準化作業開始ということで進んでおります。 

 IECでも日本の代表団がこれを進めているということで、かなり日本的な検討がやっと

見られるようになったと。 

 一方で、別タイプのファイバー、ホローコアファイバーとかありまして、そっちは逆に

中国とか、あとアメリカ、マイクロソフトがこれに非常に力を入れていたりして、その辺

との兼ね合いがどうなるかというのは問題ですね。 

 あと、通信インフラ共有に関しても、アフリカが最初、これをやってほしいと言ったの

ですけど、彼はあまり寄書を出さずに、今のところ中国とインドが積極的に関与している

ということですね。 

 高速伝送の話でいうと、ある程度８００Ｇの伝送については議論がいろいろあったの

ですけれども、結果としては今落ち着いている状態で、分布型ファイバーセンシングもこ

の間、１０月の会合で勧告化完了という状況であります。 

 さらに、１波長当たり１.６テラビット級の話とか、新しい形態としては、昔からある

のですけれども、ＩＰ ｏｖｅｒ ＤＷＤＭというルーターに直接光モジュールを差し込

んで通信できるようにするといった話も継続しております。 

 時刻同期、周波数同期の話も、通信網の時刻、周波数同期の話はずっとやってきていま

すけれども、最近はやっぱりデータセンター網の同期技術をどうするかという話があっ

て、これはＡＩをやると大容量のデータをやり取りするのに、１個のデータセンターだと

電力消費でもたないという今認識でありまして、ＣｈａｔＧＰＴなんかのＧＰＴ－３か

ら４になると数百万単位の計算チップが必要になってきて、そうなると、計算上、１個の

データセンターでは１個の電力発電所でもたないという計算になっていまして、したが

って、データセンターを分散して配置して、それらの間をどううまくやり取りして光ファ

イバーでつないでやるかというのが１つの課題になっておりまして、この話で時刻同期

もその間どうするのだという話が進んでいます。この辺は技術レポートという形で今完

成したところであります。 

 また、国際度量衡委員会が２０３０年に秒の定義を、これ、１９６０年か７０年ぐらい

にセシウム原子を１秒の定義に使っていましたけれども、そこから何十年ぶりで光の原

子時計に変えようという今話があって、そういった技術の成熟をにらみまして、まずは標

準まではいかないけど、テクニカルレポートからつくろうということで、ＮＴＴやドイツ

テレコム、オレンジ、共同で提案している話が進んでおります。 
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 最後、アーキテクチャーと管理制御についても、中国勢が非常に積極的に提案してきた

のですけど、ＩＯＮ－２０３０、ちょっとどこかで聞いた響きなのですけれども、将来の

伝送網に関する技術文書を作成し、１０月のこの間の会合で一応アグリーメントにはな

りました。 

 欧州でも似たような活動はしているらしくて、一部スペイン、ポルトガルだったかな、

その辺は同じような内容でやるべきだと賛同していたということですね。 

 さらに、今後それを進めていこうということで、今回も寄書がいろいろ出ていたという

ことで、大まかに言えばこの内容は、６Ｇ、ＩＭＴ－２０３０とＡＩ、それからデータセ

ンター、それからブロードバンドアクセス、その４つぐらいを項目に入れています。 

 ただ、中にサテライトとかＮＴＮという言葉も入っていたりして、これ、結構反対があ

って、サテライトは違うでしょうという、ＳＧ１５じゃないでしょうという話は言ってい

るのですが、なかなか中国がしつこくて、１回、２回駄目と言われてもまた再度やってき

て、最後根負けしているような感じもあるので、ちょっと見なきゃいけない。 

 ＩＴＵ－Ｒとかにリエゾンは送るのですけれども、どうも光通信ならＳＧ１５だとい

う単純な発想で中国勢が全部スコープに入れようとしているので、ちょっとそれは違う

のではないかという周りの意見もありながら、どうなるか、ほかの標準化団体との兼ね合

いを十分気をつけながら進めていかなければいけないと思っています。 

 私から以上です。 

○西野国際情報分析官   

（資料２２－２に基づき、ＩＴＵ－Ｔ ＳＧ１７について事務局より説明） 

 三宅様、コメントをいただければと思います。よろしくお願いいたします。 

○三宅様  ＫＤＤＩの三宅です。よろしくお願いします。 

 ＳＧ１７の概要については御説明していただいたとおりですけど、ここに書かれてい

る１から４が日本から中心的に活動している分野となっております。 

 そのほかにＳＧ１１、ＳＧ１３で説明がありましたとおり、ＱＫＤに関してもＳＧ１７

で日本提案として積極的に貢献しているという分野になります。 

 前回の会合が２０２５年４月で、次回の会合が来月１２月ということで会合直前とい

うことで、これまでにいろいろ中間会合とか、あとコレスポンデンスグループで議論して

きたのですけど、トピックとして幾つか御説明しますと、１つは、その他のところに書か

れているのですけど、ＡＩセキュリティに関してコレスポンデンスグループで議論が深



－10－ 

まりまして、いろんな角度から取り扱うべきだということで、新たに課題の作成提案が次

回の会合で行われる予定となっております。なので、ＳＧ１７としてＡＩセキュリティ、

課題の中の１つとしていろいろ議論されてきましたけど、もっと大々的に議論を始める

ということになると思います。 

 その次に書かれている課題３と課題１０の統合についても議論が進みまして、順調に

いけば次回の会合で統合提案されて認められるということで、課題の数も抑制というの

を日本は提案していたのですけど、ＡＩセキュリティ、１つできるということで、課題を

減らすためにという観点もあって、３と１０のマージをするというふうに考えられてい

ます。 

 あとは、今会期から議長がイギリスの方に替わりましてかなり積極的に動かれていま

して、この会合間の期間中にいろんな他の団体のセキュリティの標準化活動だとかフォ

ーラム活動に参加して連携が深まっているということで、次回の会合で今後、他の団体と

連携を踏まえたＡＩセキュリティだとかいろんな分野の活動が進むという予定となって

おります。 

 以上となります。 

○西野国際情報分析官   

（資料２２－２に基づき、ＩＴＵ－Ｔ ＳＧ２０について事務局より説明） 

 山田様、コメントをいただければと思います。よろしくお願いいたします。 

○山田専門委員  ありがとうございます。ＮＥＣの山田です。ＳＧ２０の状況に関しまし

て補足をさせていただきます。 

 ここで記載の③の新課題、新しいクエスチョンが先月の９月の会合で設置が合意され

ました。デジタル農業に関するものでございます。エジプトあるいはアフリカ諸国からの

提案でというところで、ラポーターの１人にはアフリカの方が就いていて、あとは中国、

韓国などが副ラポーターになっているというところでございます。 

 今研究会１回目の会合、１月会合でも新しい課題、クエスチョンを設置するという提案

があって合意されております。そちらはエネルギーの効率化、省エネみたいなところで、

電力に関わるところをＩｏＴでやるというものなのですが、これも設置されて中国がラ

ポーターを執っているというところでございます。 

 ９月の先月の会合でもこういった業種ごととか領域ごとのクエスチョンがどんどん乱

立してしまうのではという懸念が参加者から示されまして、それに対してＳＧ２０の韓
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国の議長から、今研究会期に関しては、もうこれ以上新しいクエスチョンはつくらないと、

現状の体制で２８年の末までは議論していく、ということが表明されたというところで

ございます。 

 補足は以上になります。 

○西野国際情報分析官   

（資料２２－２に基づき、ＩＴＵ－Ｔ ＳＧ２１について事務局より説明） 

 河村さん、ＳＧ２１に関しましてコメントをいただければと思います。よろしくお願い

いたします。 

○河村様  ＫＤＤＩ、河村です。御説明ありがとうございます。幾つか補足させていただ

きます。 

 まず、１つ前のページのＳＧ９関係になります。 

 こちらに関しましては、基本的に記載のとおりですけれども、この旧ＳＧ９では、特に

ケーブルの伝送技術であるＤＯＣＳＩＳという規格のメンテナンスや新しいものの研究

開発というのが主要な業務の１つとなっております。 

 ＤＯＣＳＩＳに関しまして、米国のケーブルラボのメンバーから情報提供があり、新し

いバージョンそのものの予定はないですけれども、細かいスペックのバージョンアップ

があるので、ＩＴＵ勧告に反映するのが望ましいだろうという情報提供がございました。 

 続いて、ＳＧ１６関係のところで言及のありましたところを補足させていただきます。 

 課題の再編、アドホック－ＦＱＳというのが動いておりまして、特にワーキングパーテ

ィー１に関わるところの課題を幾つか再編、統合したほうがよいだろうということの方

針が合意されまして、こちらに沿って１２月と３月に中間のアドホックグループ会合を

予定しております。そこでは、クエスチョンのマンデート、クエスチョンのテキストを統

合したものを議論する予定になっております。 

 それから、①に書いてあるメタバース関係で、フォーカスグループは成功裏に終了して

おりますけれども、そのフォローアップとしてＪＣＡ－メタバースというのがＳＧ２１

とＳＧ２０の共同でＴｏＲを提案する形で、ＴＳＡＧの承認を経て設立されております。 

 前回の２０２５年１０月会合でもＪＣＡ－ＭＶの会合が開かれて、メタバースの勧告

化が着々と進んでおります。 

 最後、もう１点だけ。ここに言及がないのですけれども、メディアの真正性、正しさみ

たいなものを保証する仕組みに関する議論が少し盛り上がっておりまして、メディアオ
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ーセンティシティーということで議論が進んでおります。 

 前回まではアドホックグループを立ち上げてどう議論するかを検討しておりましたが、

最近の会合で、特に圧縮されたデータに対して真正性を保証する方法、仕組みというのを

勧告化する方向で考えておりまして、まず、その前段階としてテクニカルレポートをつく

るということで合意されております。 

 以上となります。 

○西野国際情報分析官   

（資料２２－２に基づき、ＩＴＵ－Ｔ ＴＳＡＧについて事務局より説明） 

 永沼様、コメントをいただければと思います。よろしくお願いいたします。 

○永沼主査代理  ありがとうございます。ＴＳＡＧでございますが、今会期に入りまして

全てのスタディーグループの会合が一巡したところで、５月に第１回の会合が開催をさ

れております。 

 決まったことにつきましては、今お話があったとおりですが、一応補足としまして、今

会期の体制についてちょっと補足をいたします。 

 まず、今ＴＳＡＧにつきましては、議長はサウジアラビアの Al Hassan氏ということで

第２期目というところで、議長は変わらずでございます。 

 バイスチェアにつきましては１０名、５つのリージョンから２名ずつというところで

１０名のバイスチェアが入っている中で、この５月の会合では、今会期の体制について一

応決定をしております。 

 今会期、ＴＳＡＧは、Al Hassan氏が第２期だというところもありまして、２つのワー

キングパーティーの形を維持しております。こちらはある意味、継続ですが、構成等マネ

ジメント体制は少し変わってきておりまして、まずワーキングパーティー１につきまし

ては、こちらは作業方法のワークメソッドのラポーターグループ、それからもう一つ、ｃ

ｏｌｌａｂｏｒａｔｉｏｎ， ｅｎｇａｇｅｍｅｎｔ ａｎｄ ｓｔｒａｔｅｇｉｃ 

ｐｌａｎということで、産業界のエンゲージメント部分のところを行っていくコラボレ

ーション、エンゲージメントというところと、それからＷＴＳＡで決まった戦略計画、こ

ういったようなところを合わせて議論をするラポーターグループがありまして、基本的

には、このワークメソッドともう一つの産業界の話とか行動計画みたいな戦略を話して

いくところということになっております。 

 それから、ワーキングパーティー２につきましては、まずは、１つ目はワークプログラ
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ムの話があります。それから、もう一つは、今回からは新たにスマチックレゾリューショ

ンということで、具体的にはサステナブルなＤＸの話ですけれども、ワークプログラムの

話でＳＧの話をすると同時に、今会期における重点的に議論するべき内容とレゾリュー

ションに基づいた内容ということを話すというのがワーキングパーティー２ということ

になっております。 

 恐らく日本の皆様の関心が高いのはＷｏｒｋ Ｐｒｏｇｒａｍｍｅ ａｎｄ Ｒｅｓ

ｔｒｕｃｔｕｒｉｎｇというところで再編成の部分の話だと思いますが、こちらにつき

ましては、私のほうでラポーターグループＷＰＲのラポーターを継続という形になって

おりますので、引き続き、再編の話、そろそろ出てくるかなと思っておりますので、皆様

のほうから御意見があれば、できるだけ取り入れていくような形にできればと思ってお

ります。 

 この２つのワーキングパーティーと現在、ＴＳＡＧの中には６つのＪＣＡ、それから１

つ、ＣＩＴＳという自動車関係のほうのコラボレーションのメカニズム、それからグロー

バルスタンダードイニシアチブということで、これ、ＩｏＴですけれども、１つＧＳＩと

いうものがございます。 

 それから、新たに今回からできているジョイントコレスポンデンスグループというス

タディーグループのジョイントで議論をするという話で、２つこのＪＣＧが立ち上がっ

ております。 

 こういったようなことをこれから３年間議論するということで、一応新しい体制のと

ころで、今回のマネジメントのハイライトとしては、ワーキングパーティーの議長は必ず

しもバイスチェアがやっているわけではなくて、やはりインダストリーの人間をいろい

ろ入れたいと。ほとんどカナダから来ていますけれども、インダストリーの人間を入れる

ということとジェンダーバランスを取るという形で、従来のバイスチェアがみんな何か

やるというところとは少し違った形でのマネジメント体制となっております。 

 ＴＳＡＧにつきましては、来年度１月、最終の週、２６日から３０日に第２回というこ

とが議論をされることになっておりまして、寄書はこれから出てきますが、恐らくＡＩに

関しての何らかの議論が起こるのではないかと考えております。一応３番目のところで

ＡＩ活動指針に関する提案ということで、前回はちょっと違うという話になりましたが、

これだけいろんなスタディーグループの中でＡＩが議論されている中で、ＩＴＵ－Ｔと

してどうするのかという話が恐らく出るのではないかと考えております。 
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 出てきた場合には、内容によりますが、ＲＧの恐らくＷＰＲのほうでも議論されるのか、

あるいはインダストリーのエンゲージメントで議論されるかというようなところで、内

容にもよりますけれども、その場合は、ＳＧのコーディネーションであればＲＧのＷＰＲ

だと思いますし、民間をもっと入れてという話になるか、あるいは戦略的な計画のほうに

落とすべきというようなことのロードマップの話になると、ワーキングパーティー１の

インダストリーエンゲージメントになるかというようなところではございますが、いず

れにせよ、その辺のところで議論があるのではないかというところでございます。 

 以上です。 

○西野国際情報分析官  こちらの資料についての説明、以上になります。丹先生、ありが

とうございます。 

○丹主査  これで一通り御紹介いただいたという形になりますが、何か御質問あるいは

補足等ありましたら、この場でお受けしたいと思います。 

 先ほども申し上げたとおり、挙手ボタンでいただければというところですが、いかがで

すか。どうぞ。 

○古川通信規格課長  事務局でございますが、補足発言してよろしいでしょうか。 

○丹主査  お願いします。 

○古川通信規格課長  先ほど報告の中で、アメリカ政府機関の閉鎖の影響というのが少

しコメントで出たと思うのですが、もう既に報道もされておりますとおり、米国機関の閉

鎖解除がなされたかなされるかという報道が出ておりますので、状況も注視しながら対

応してまいりたいと思います。 

 以上でございます。 

○丹主査  ありがとうございます。山本さんから手が挙がっていますよね。 

○山本専門委員  沖電気の山本です。ＳＧ２１の御説明の２ページ目の最後にありまし

たＩｎｄｕｓｔｒｉａｌ Ｍａｃｈｉｎｅ Ｖｉｓｉｏｎフレームワークの標準化のワ

ークアイテムが承認されました。 

 この中で、後藤様のほうから御説明がありましたＳＧ１３でＩＯＷＮグローバルフォ

ーラムの成果の勧告として、低遅延、低消費電力のネットワークの勧告をつくられていま

すが、それを参照していまして、そういったネットワークの上で、先ほどもあったデータ

センターを連携しているような、そういった上で動くようなマルチメディアシステムを

前提としたフレームワークを検討しようということで、ＳＧ２１のほうでネットワーク
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の最新技術、特に日本が作っている、そういったものを前提とした活動というのが始まっ

ていますということを追加で御報告させていただきます。 

○丹主査  ありがとうございます。そのほかいかがでしょう。 

 ちょっと僕のほうからも、５ページ、右肩に５と書いてあるスライド、ＳＧ５のスライ

ドを出していただけますか。 

 この一番下のところに、ちょっと分かりにくい書き方になってしまっているのですけ

れども、括弧内、１対の、より対のケーブル、より線ケーブルですね。これ、いわゆるシ

ングルペアイーサネットのことです。最近、ＳＧ１５でホームネットワークのファイとこ

ろの話も、それからあとアーキテクチャーの話ももう全然出なくなっていて、業界的には

違うところへいっているのですけど、主にＩＥＥＥの規約を使っているので、一方、シン

グルペアイーサネットも８０２.３のイーサネットファミリーなのですが、今まで４対、

８芯使っていた銅線を１対だけで、２芯だけで同じパフォーマンスで１０Ｇまでのスケ

ールする１０Ⅿから１０Ｇまでのイーサネットファミリーというのが今出来上がりつつ

あるという、そういう状況にあります。 

 さらに、ちょっと特徴的なのが、そこにパワーを載せますので、給電もパワー・オーバ

ー・イーサネットのような今使っているものと同等以上の給電能力があって、距離に関し

ては、１ｋｍ先まで給電できるとか、そういうものも入っているということで、結構大き

くシステムの在り方が変わりそうだということで、シングルペアイーサネットが広まっ

たときにどういう環境に対するインパクトがあるかみたいなものを日本提案としてＳＧ

５に出しているという、そういう形になっています。 

 これ、国内では、シングルペアイーサネットコンソーシアムという団体を、ここでＮＥ

Ｃマグナスさんと書いてありますけれども、ＮＥＣさん、それからあとはＮＴＴさんと一

緒に立ち上げて、民間でかなりの数の会社が今入って活動しているというところですの

で、ほぼ全ての領域に、イーサネットファミリーですので、影響があるかなと思いますの

で、ちょっと御紹介を差し上げておきました。 

 そのほか、皆様のほうからいかがですか。ＴＴＣ、岩田様、何か補足ありませんか。 

○岩田専門委員  岩田です。ございません。すみません。 

○丹主査  そうですか。分かりました。 

 では、皆様のほうからなければ、この議題、この辺でさせていただければと思います。 

 ちょっと１７時回っていますが、もう少しお付き合いいただければと思います。 
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（２）「電気通信システム委員会の運営について」の改正について 

 

○丹主査  それでは、次の議事といたしまして、これ、ちょっと事務的な話ですけれども、

「電気通信システム委員会の運営について」、改正事項がありますので、事務局からお願

いします。 

○伊藤係長  （資料２２－３に基づき、事務局より説明） 

○丹主査  ありがとうございます。こちらにつきましては、総務省さん側、それからあと

はＩＴＵ側のＳＧの再編、その辺の名前が変わりましたというか担当課が変わりました

ということですので、機械的な話かと思います。特段御意見等はないと思いますが、よろ

しいですね。 

 では、この案のとおり改正という方向で進めてまいりたいと思います。 

 改正というところでは、本日１１月１３日付というような形になるというところです。 

 

（３）その他 

 

○丹主査  では、次の議題の３のその他というところになりますが、こちらも資料にあり

ますとおり、ついこの間、選挙をやったような気がしましたが、この件に関しましても事

務局から御説明いただければと思います。 

○西野国際情報分析官  （資料２２－４に基づき事務局より説明） 

○丹主査  ありがとうございます。これはぜひまた当選を目指すというところで、日本と

しては進めてまいりたいと思いますが、こちらも特段、皆様のほうから御意見とか、この

場で応援の言葉とか、なければ進めさせていただきます。 

 それでは、その他の最後ということで、今後の予定等につきまして事務局からお願いで

きればと思います。 

○伊藤係長  事務局でございます。次回の電気通信システム委員会につきましては、開催

日程を主査と調整の上、別途事務局より御案内いたします。よろしくお願いいたします。 

 また、本日御説明いたしましたＩＴＵ－Ｔにおける各ＳＧの活動状況及びＩＴＵ電気

通信標準化局長選挙への立候補については、１１月１７日に開催予定の第２６回ＩＴＵ

部会で御報告する予定です。 
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 事務局からは以上です。 

○丹主査  ありがとうございます。来週の月曜日にＩＴＵ部会がありますので、そちらで

早速報告させていただきます。 

 

閉  会 

 

○丹主査  それでは、議事、以上というところで、電気通信システム委員会、第２２回会

合を閉会としたいと思います。本日は皆様、どうもありがとうございました。 

 


